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ヒアリング評価を通じて得られた特に優れた事例

「誰だって働ける」障がい者の課題制作展示会と絵本製作事業
【事業費総額 2,481 千円（WAM 助成金 1,556 千円）】

　障がいのある方にも IT スキル等の勉強の機会を
届けることを目的として平成27年に団体を設立し
ました。
　ITスキルを広く発揮することにより、障がいがあ
っても単純作業や軽作業以外の様々な取組みができ
ることを多くの方に知ってもらい、企業への就職に
結びつけることを目指して今回の事業を実施しまし
た。

　「課題制作の展⽰会の実施事業」では、課題制作
の絵本をグループで制作することで、課題制作過程
におけるリーダーシップや人間力の向上が図られる
とともに、展⽰会では制作物の展⽰だけではなく、
障がいのある方への支援ケースや支援結果を伝える
ことで、多くの来場者に障がいのある方に対して興
味、関心を持ってもらえる機会となりました。
　また、行政等と協力、連携のうえ審査会を実施し、
課題制作の中で特に優秀とされた絵本を製本し、京
都市内の保育所や幼稚園などに無償配布しました。
　その他、現役プロデザイナー（絵本作家）による
講座や地域のフィールドワークを取り入れるなど、
利用者が積極的に企画、制作する機会の創出にも取
り組みました。

　「課題制作の展⽰会実施事業」では、延べ650名
が来場され、好評の声をいただきました。
　また、現役プロデザイナー（絵本作家）による講
座では延べ 160 名の利用者が参加するとともに、
新聞に掲載されたことで団体の活動を周知する機会
となりました。
　絵本配布では 199施設の保育所・幼稚園に無償
配布し、追加のご要望分も含め、約 1,500 冊の配
布を実施することができました。

　障がいのある方々が、軽作業等に限らずさま
ざまな取組みができる可能性があるということ
を広く認知してもらう機会づくりを目的に、事
業を着実に実施された点を評価しています。
　地域行政より地域団体の協業の好事例として取
り上げられるなどしており、今後もより一層地域
との交流を図り、さまざまな分野の方々との交流
や連携が実施されることを期待しています。
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展⽰会には多くの方に来場していただきました さまざまな機関と協力し、審査を実施しました


